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臨
時
会
・
要
望
活
動

一

般

質

問

町政を問う

渡邉正俊 議員

　

令
和
元
年
５
月
15
日
に
第
２
回
臨

時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
広
長
・
久
保
田
線
道

路
新
設
舗
装
工
事
の
工
事
請
負
契
約

と
４
件
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

町
と
議
会
合
同
で
関
係
省
庁
の
大
臣
、
政
府
与
党
の
国

会
議
員
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
株
）、(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
対
し
て
、
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

第２回臨時会

要 望 活 動

　

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園

の
生
徒
の
通
学
路
は
、
指

定
さ
れ
た
通
学
路
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
通
学
路
の
安

全
点
検
を
執
り
行
い
、
街

路
灯
の
球
切
れ
等
の
修
繕

を
行
い
、
新
た
に
防
犯
灯

を
３
カ
所
に
設
置
し
、
通

学
路
の
安
全
整
備
を
図
り

ま
し
た
。

　

町
は
、
事
件
発
覚
後
、

直
ち
に
小
学
校
・
中
学
校

へ
連
絡
し
子
ど
も
た
ち
の

下
校
に
お
け
る
安
全
の
確

認
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は｢

知
ら
な

い
人
に
は 

・
つ
い
て
行
か

な
い 

・
車
に
は
乗
ら
な
い 

・
大
声
を
出
す 

・
す
ぐ
に

逃
げ
る 

・
知
ら
せ
る
」
こ

と
を
再
度
子
ど
も
た
ち
へ

町
長

教
育
長

通学路の安全性は
教育長／保護者・警察と協力し安全確保

①
県
は
、
3
月
20
日
、
東

日
本
大
震
災
の
津
波
を
受

け
た
、
沿
岸
10
市
町
全
域

を
対
象
に
見
直
し
を
進
め

て
い
た
、
千
年
に
一
度
程

度
と
さ
れ
る
東
日
本
大
震

災
の
断
層
モ
デ
ル
と
、
房

総
沖
を
波
源
と
す
る
茨
城

県
の
モ
デ
ル
を
想
定
。
満

潮
時
の
海
面
潮
位
等
を
考

慮
し
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
浸
水
面
積
を
3
割
程

度
上
回
る
新
た
な
浸
水
想

定
区
域
を
公
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
た

①
川
崎
市
に
お
い
て
、
5

月
28
日
に
発
生
し
た
殺
傷

事
件
を
受
け
、
県
教
育
委

員
会
は
県
内
市
町
村
教
育

委
員
会
に
児
童
生
徒
の
登

下
校
時
の
安
全
確
保
を
求

め
る
緊
急
通
知
を
出
し
ま

し
た
が
、
町
の
対
応
は
。

②
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園

の
生
徒
の
通
学
路
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
、
広
野
駅
か

ら
、
ま
た
は
寮
か
ら
学
園

へ
の
通
学
路
は
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
か
、
ま
た
通

学
路
の
安
全
点
検
は
実
施

し
ま
し
た
か
、
町
と
し
て

対
応
し
た
こ
と
、
県
が
対

応
し
た
こ
と
等
対
策
を
講

じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
。

　

今
年
３
月
、
県
の
公
表

さ
れ
た
津
波
浸
水
想
定
区

域
図
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

津
波
災
害
と
土
砂
災
害
を

含
め
た
各
種
災
害
に
対
応

す
る
総
合
的
な
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
今
年
度

内
早
急
に
作
成
し
ま
す
。

町
長

渡
邉

渡
邉

「元気な町」地震・津波対策
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を

町
長
／
今
年
度
内
早
急
に
作
成
す
る

県派遣研修登 下 校

な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
防
災
、
減
災
の
意

識
の
周
知
に
努
め
る
べ
き

で
は
。

指
導
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者
に
緊
急
連
絡
網
を
通

し
事
件
の
発
生
及
び
子
ど

も
達
へ
の
指
導
内
容
を
連

絡
し
、
家
庭
に
お
い
て
も

指
導
内
容
の
再
確
認
を
し

ま
し
た
。　
　

　

中
学
校
で
は
、「
可
能
な

限
り
複
数
で
の
下
校　

声

か
け
に
は
一
切
応
じ
な

い　

防
犯
ブ
ザ
ー
を
使
用

す
る
」
等
の
安
全
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
は
、
福
島
県
警
及
び
、

広
野
町
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
、
富
岡
地
区
防
犯
指
導

隊
広
野
分
隊
の
協
力
の
も

と
、
通
学
時
間
帯
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
る
場
所
を

重
点
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

工 事 請 負 契 約
広長・久保田線道路新設舗装工事

　駅西側への避難を可能とするほか、一般交通の分散化を図り、地域住民の交

通の利便性向上と安全で快適な環境を確保をする広長・久保田線道路新設舗装

工事の契約締結を可決しました。

工 事 の 名 称　�広長・久保田線道路新設
舗装工事

工 事 場 所　�広野町大字下北迫字折
返地内他 　 

工事請負代金　7,722万円 　 　

工　　　　期　�着工　�令和元年５月16日　
　　　　　　　完成　�令和２年３月31日 
請　 負　 者　西本建設株式会社

“復興・再生から創世へ”支援を要望

復

興

庁
・

東

電

へ

要

望

書

を

提

出

【要望先】　　復興大臣　、　環境大臣　、　経済産業大臣
　　　　　　自由民主党　、　公明党　
【要望事項(抜粋)】
　　　　　・復興推進体制の継続について
　　　　　・｢防災拠点・道の駅ひろの｣(仮称)の整備への財政支援について
　　　　　・ＪＲ広野駅周辺整備について
　　　　　・保険税(料)及び一部負担金等の免除に対する財政支援について
　　　　　・高速道路無料措置の継続について
　　　　　・放射線健康対策について
　　　　　・放射性トリチウム水の処分を巡る問題について
　　　　　・農産物風評払拭への支援について
　　　　　・スクールバスの運行支援の継続について

【要望先】　　東京電力ホールディングス株式会社　、　株式会社ＪＥＲＡ
【要望事項】
　　　　　・広野火力発電所の発電規模の維持と運転再開について
　　　　　・広野町と(株)ＪＥＲＡとの協調関係の構築について
　　　　　・関連企業の事業所及び居住の町内への設置について

経産省での要望活動


